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本論文の目的は，うつ病に対する行動活性化法の作用機序およびその個人差を，抑うつ気

分と興味・喜びの喪失に焦点を当てて明らかにすることである。 

 第 1章では，抑うつ症状の改善効果を高めるために，行動活性化法の作用機序を明らかに

する必要性があることを指摘した。行動活性化法では，回避行動（嫌悪的な事象を避ける行

動）や目標に向かう活動（自分が定めた目標に向かう活動）に働きかけることで，報酬知覚

（環境から主観的に報酬を得られていると感じられる程度）を増加させ，抑うつ症状を改善

させる，という作用機序が想定されている。まず，行動的要因が行動活性化法によって改善

しているのかに関するメタアナリシスを行ない（研究 1），回避行動，目標に向かう活動，

および報酬知覚が改善することが明らかにされた。一方，行動活性化法の標的となる症状は，

抑うつ気分と興味・喜びの喪失であることが予想されているが，行動活性化法によって抑う

つ気分および興味・喜びの喪失が改善しているか，抑うつ気分および興味・喜びの喪失の改

善が，行動的要因の改善に続いて生じているのかはこれまで明らかにされていない。加えて，

上述の作用機序に個人差があるか，作用機序の個人差が実施前の要因によって予測できる

のかは明らかにされていない。そこで，行動活性化法の作用機序およびその個人差を，抑う

つ気分と興味・喜びの喪失に焦点を当てて明らかにすることを本論文の目的とした。 

 第 2 章では，CES-D の因子的妥当性を検証し，抑うつ気分と興味・喜びの喪失を測定す

る指標の精度を高めることを目的とした（研究 2）。日本（966名）および韓国（430名）の

大学生に対する調査結果から，抑うつ気分，興味・喜びの喪失，および身体的不調を測定す

る 3因子構造の因子的妥当性が十分であることが確認された。 

第 3 章では，行動理論に基づく抑うつ症状の維持モデルを明らかにすることを目的とし

た（研究 3）。うつ病者 76名を対象に，質問紙調査を実施した。媒介分析の結果，目標に向

かう活動の減少によって報酬知覚が低下し，興味・喜びの喪失が強まることが明らかにされ

たが，回避行動の影響が有意ではないことも明らかにされた。抑うつ気分に対しては，行動

的要因の影響が有意ではなかった。したがって，行動理論に基づく抑うつ症状の維持モデル

は，目標に向かう活動の減少によって報酬知覚が低下し，興味・喜びの喪失が強まるという

モデルであることが明らかにされた。 

 第 4 章第 1 節では，①行動活性化法の抑うつ気分および興味・喜びの喪失の改善に対す

る効果，②その効果が行動的要因の改善によって生じているか，③その効果が実施前の要因

によって予測できるかを明らかにすることを目的とした（研究 4-1）。うつ病者 24名を対象

に，4 セッションの集団行動活性化法の実施前後で質問紙への回答を求めた。分析の結果，

①行動活性化法の実施後に抑うつ気分と興味・喜びの喪失が改善し，②行動的要因の改善は，

抑うつ気分ではなく，興味・喜びの喪失の改善を導いていること，③抑うつ気分が改善して

いる人は，実施前の抑うつ気分が強いこと，興味・喜びの喪失が改善している人は，実施前

に興味・喜びの喪失が強く，報酬知覚が低下していることが明らかにされた。したがって，

興味・喜びの喪失は行動活性化法の理論通りの改善を示し，その効果が実施前の興味・喜び

の喪失の強さ，報酬知覚の低さによって予測できるが，抑うつ気分は，その理論通りに改善
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していないと考えられた。 

第 4 章第 2 節では，行動活性化法の作用機序のパターンの個人差を明らかにし，そのパ

ターンによって，抑うつ気分あるいは興味・喜びの喪失の改善効果および実施前の要因に違

いがあるかを明らかにすることを目的とした（研究 4-2）。うつ病者 21名を対象に，4セッ

ションの集団行動活性化法の各セッション実施前およびセッション終了から 1 週間後の 5

時点で質問紙への回答を求めた。分析の結果，行動活性化法の作用機序には，①行動的要因

が抑うつ気分のみを緩和するパターン，②行動的要因が興味・喜びの喪失のみを緩和するパ

ターン，③行動的要因が抑うつ気分と興味・喜びの喪失のそれぞれを緩和するパターンが検

出され，③のパターンでは，抑うつ症状および抑うつ気分が大きく改善し，実施前の報酬知

覚の低さによって予測することができた。 

第 5章では本研究の成果を概観し，行動活性化法を実施する前に，報酬知覚が低下，ある

いは興味・喜びの喪失が強いことが確認できる場合に，興味・喜びの喪失が改善しやすいこ

とが予測でき，行動活性化法の導入時に，その原理を根拠に基づき心理教育できることを述

べた。今後，行動活性化法による抑うつ気分の改善効果やその作用機序の個人差を予測する

要因を明らかにする必要性を指摘した。 


